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～平成２6年度の主な取組～
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市
内
小
、
中
学
校
の
校
長
先
生
、
教
頭
先
生
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

４
月
よ
り
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
印
は
新
任
の
先
生
方
で
す
。

●学習支援課●

●子ども課●

　教育委員会では、飯山市総合計画や飯山らしい学校教育計画などに基づき、事業を進めています。平成
２６年度の主な取組のいくつかを紹介します。

●スポーツ生涯学習課●
○城南中学校の移転と小学校施設
　　　　リニューアル整備事業について
　平成２８年２学期からの開校に向け、現飯
山高校校舎を利用しての城南中学校の移転事
業を進めます。今年度は、校舎の改修内容や
通学路・通学方法を検討する委員会を組織し、
具体的な検討を進めます。また、小学校施設
リニューアル整備では、戸狩小学校のプール
改修工事を予定しています。

○学力向上への取り組み
　飯山市の児童・生徒の学力を向上させるた
め、飯山北高校・飯山高校と連携して、小・中・
高の教職員交流による算数・数学、英語の授
業の実施や、つまずき（不得意）内容を把握
しての授業改善の研究などを行ないます。ま
た、中学校英語のみならず、小学校の英語活
動の充実を図るため、小・中各２名、計４名
のＡＬＴ（英語補助教員）の配置を継続します。　

○幼保小連携の推進
　平成２４年度から児童が保育園や幼稚園か
ら小学校へスムーズに就学できるよう指導の
連続性をもたせるための『橋渡しカリキュラ
ム』を作成し、活用・実践により幼保小連携
を図ってきました。今年度もこのカリキュラ
ムの見直しを行い、より一層の幼・保・小の
連携、交流を図ります。

○芸術文化の振興
　飯山市の芸術文化を振興するため、関係す
る団体と手を取りあって、芸術鑑賞会や芸術
文化振興事業を実施します。
　今年度の市民芸術鑑賞事業は、落語の公演
を開催する予定です。

○青少年健全育成への取組
　青少年育成団体、青少年補導団体その他関
係団体と連携し、青少年の健全育成に向けた
各種事業に取り組みます。

○スポーツの振興
　市民の健康増進、生涯スポーツの振興のた
め、各種スポーツ大会への協力、支援をして
いきます。特に、子どもの頃からスポーツに
親しむことにより体力の向上や精神が鍛えら
れることから、ジュニアスポーツ振興事業と
して、子どもたちのスポーツ活動に指導者の
派遣、各種大会への補助を行います。
　スポーツと観光の融合による地域振興が重
要になってきていることから、スポーツツー
リズム事業として菜の花サイクルロードレー
ス、いいやま菜の花ゲートボール大会、北信
州ハーフマラソンへの補助を行います。
　また、新幹線飯山駅開業前イベントとして
来年２月に飯山シャンツェノーマルヒルを使
用したジャンプ大会を開催し、県内外に「飯
山駅開業」をＰＲします。
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催
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５
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。
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４
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３月16日
市民アルペンスキー大会会場にて

○文化的景観保護推進事業
　文化的景観に選定された文化財の宝庫である小菅集落一帯の保存や価値を高めます。
○飯山雪国大学事業
　多様な学習の機会を提供するとともに、市民が学んだ知識や経験を活かして地域や社会に還元でき
る市民主体の仕組みづくりを推進します。
○美術館企画展開催事業
　郷土ゆかりの美術家の作品を展示し、市民の芸術意識の向上を図ります。
○ふるさと学習推進事業
　企画展「飯山築城４５０年展」や「飯山市制施行６０年展」等を開催し、それぞれの歴史を紹介します。
○読書普及事業
　昨年度策定した子どもの読書活動を推進する計画の普及に努めます。
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６
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光
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催
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。
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光
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と
評
価
さ
れ
ま
し
た
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６
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長
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賞
の
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れ
、
新

聞
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成
の
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工
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ど
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話
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し
た
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